
 

32 

いきがいコース H29-12 

さやまっ子学習支援講座（全１５回） 

～子どもの教育は学校・家庭・地域が連携して～ 

実施期間 ４月１５日（土）～１０月１１日（水） 

開講時間 ９：３０ ～ １１：３０  

定  員 ２５名 

 

開講曜日 水曜日（原則） 

受講場所 狭山元気プラザ 

受 講 料  ９，６００円 

保 険 料    ８００円 

＜講座のねらい＞ 定年を迎えて仕事を離れた人や子育てを終えて余裕ができた人など、今後は地元で社

会的な意義のある活動に関わりたいと考える人は多い。子どもの学習を支援する活動は、小・中学生と直

接向き合う中で支援者自身の喜び（生きがい）となって返ってくることが多くあるなど、地域貢献の場と

して最適です。学習支援活動に有用な諸事項を学んでいただき、自信をもって子どもの学習支援の現場に

飛び込んでもらえる市民を養成します。 

回 日 程 内  容 講師(敬称略) 
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4 月 15 日（土） 
さやま市民大学入学式 

学長講話「地域づくりとひとづくり」 

さやま市民大学学長 

小山 周三 

２ 19 日（水） 

オリエンテーション（本講座の目的・進め方な

ど） 

「さやまっ子」の育成方針 

講座リーダー 

狭山市職員 

３ 26 日（水） 
狭山市教育展望（狭山市教育振興基本計画） 

教育関連法規（教育基本法、指導要領） 
狭山市職員 

４ 5 月 17 日（水） 支援を必要とする子どもたち 

NPO 法人えじそんくらぶ

代表・昭和大学薬学部兼任

講師 臨床心理士 

高山 恵子 

５ 24 日（水） 子どもの心理と支援の在り方 

ひとりひとりへの学習支援

事業 ジョイスタディ代表 

大澤 和子 

６ 31 日（水） 小・中学校で学ぶ国語の学習内容 狭山市職員 

７ 6 月 7 日（水） 国語の学習支援経験から 
狭山市学校支援ボランティ

アセンター 中岡 義 

８ 21 日（水） 小・中学校で学ぶ英語の学習内容 狭山市職員 

９ 28 日（水） 

 

英語の学習支援経験から 

 

狭山市学校支援ボランティ

アセンター 

一杉 早苗・吉川 敏子 

10 7 月 5 日（水） 小学校の算数・中学校の数学で学ぶ学習内容 狭山市職員 

11 12 日（水） 算数・数学の学習支援経験から 
狭山市学校支援ボランティ

アセンター 山田 恵一 
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※１ 年度途中に発生する諸事情により、日程・内容・講師の変更があり得ることをご了承ください。 

※２ 受講場所は、主として狭山元気プラザＡ棟３Ｆの「教室２」です。 

※３ 各回の開講時間は 2 時間とし、内訳は講義：90 分、受講生とスタッフによる復習・討論：20 分、

ホームルーム：10 分を原則とします。また、それぞれが数名で構成される班を設ける予定です。 

 

 

 

＜講座修了後の活動事例＞ 

本講座を修了すると、狭山市内の公立小・中学校において授業が行われている教室に入り、学習支援

ボランティアとして、理解が十分進まない子どもの手助けをしたり、或いは、中学生を対象とする

「茶レンジスクール」の支援者として、学習習慣を身につけるための手助けを行うなどの活動に参加

していただけます。 

  

回 日 程 内  容 講師(敬称略) 

12 9 月 13 日（水） 
学習支援現場の見学（１） 

～市内小中学校の見学 

狭山市学校支援ボランティ

アセンター長 諸井 寿夫 

13 20 日（水） 学習支援現場の見学（２） 未定 

14 10 月 4 日（水） 
講座学習のまとめ 

講座学習成果のまとめ（班毎に） 

講座リーダー 猪股 英行 

講座スタッフ 

15 11 日（水） 講座学習成果の発表会（受講生毎に）・修了式 

市民大学学長 小山 周三 

狭山市学校支援ボランティ

アセンター長 諸井 寿夫 

毎回いろいろな講師の方のお話を聞

いて、学習支援の大切さや必要性を感

じます。また、受講生の皆さんの熱意、

思いを聞くことができ、とても良い刺

激を受けています。思い切って受講し

て良かったと思います。 

（平成 28 年度受講生） 

小学生への学習支援 

中学生への学習支援 

受講時の様子 


